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家畜診療日誌 

再び削蹄のすすめ 

 

真庭家畜診療所  山本 幹男 

 

 以前、削蹄の重要性について本書に投稿しました。再度削蹄について書かせて頂き

ます。何故なら共済獣医師を長くやっていると、以前駐在していた家畜診療所に再び

勤務することがあります。診療時削蹄状況を見ると、その当時から削蹄が十分できて

いる農家と、不十分な農家がありました。十数年経過して再び農家を訪れるとその状

況に変化がないどころか、蹄の状態が悪化しているように思います。 

平成１０年頃までは共済の家畜診療所に地域ごと装削蹄師会の事務局があり、削蹄

師の発掘や削蹄講習をして農家、削蹄師、獣医師との交流がありました。また地域に

削蹄枠を購入したこともあり、削蹄技術を学び、向上させようとする農家が多く、当

時は削蹄に対する情熱があったように思います。 

しかし、今では畜主が削蹄していた農家でも高齢化に伴い削蹄ができなくなり、削

蹄枠が牛舎や倉庫の隅に追いやられていて残念です。確かに削蹄は重労働で危険性が

あり、テクニックも必要で、気力、体力がないとできない作業です。また削蹄師も不

足しており、依頼しても早速にならない状況であることも現実です。 

しかし、蹄の生長は１月平均６ｍｍ、１年に７２ｍｍ伸びており、どんな状況であ

れ削蹄を怠れば過長蹄となってしまいます。蹄底の角質は部位によって硬さに違いが

あり、成長速度も異なります。蹄尖部は硬いが成長速度が遅く、蹄踵に向かって角質

は軟らかく、成長も早いのが一般的で、後肢蹄では内外蹄に負重のアンバランスが生

じる傾向が強いとされています。過長蹄のままでは変形蹄（巻蹄など）となり、挫跖

（蹄血斑など）の原因や裂蹄などを生じやすく、また牛床で滑走し易くなったり、起

伏困難になることから筋肉・腱損傷、関節炎、乳房・乳頭損傷の原因にまで波及する

こととなります。 

削蹄とその他の多くの蹄病との関係は、蹄病の発生要因を確定せずむやみに削蹄や

蹄浴を行っても蹄病を予防できません。 

バランスのとれた飼料か、飼料給餌の急変をしていないか、苦痛を与えないような

牛床構造なのか等も考慮する必要があります。これらの要因が不備であると蹄病が起

こり、その上削蹄が不十分であると症状は助長され重篤になります。この悪循環を断

つために、削蹄をすることによって蹄角度を立てて蹄踵にかかる負重を減らし、内外

蹄のバランスを回復させ、蹄踵部の角質が柔らかくなることによって、衝撃を吸収し

て蹄の機能が回復します。 

岡山県下の乳牛の運動器病発生数は疾病事故の５～6％に過ぎませんが、発病頭数

の 16％は廃用事故につながっています。運動器病の多くは関節炎ですが、その半数に

蹄病が併発していたとの報告があります。 



岡山畜産便り ２０１２年２月号 

今一度牛を飼う上で基本的な削蹄することの重要性を認識して頂き早めの削蹄を

お願いします。 

 

歩様と蹄形状のスコア法 

 

スコア 歩様 蹄壁形状 

０ 跛行は認められない 過剰成長や変形は認められない 

１ 左右不対称の歩様がみられる軽度の跛行 軽度の過剰成長または変形をみる 

２ 明らかな跛行がみられる中等度の跛行 中等度の過剰成長または変形をみる 

３ 歩行を嫌う重度の跛行 重度の過剰成長または変形をみる 


